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1. 第１報 におい て，長針お よび短針 による運針成 績

の量，質 の一部 を比較研究し たが，今 回は各材 質におけ

る針 目の流 れについ て種 々の測定 を試 みた結果 を報 告す

る。

2. 資料 は前回 の報 告に使用し た木綿 の薄地，厚 地お

よび絹布 の３種で，縫い始 めより長さ15cm 間の表針 と

裏針 の針 目の大きさを測定し， さらに， その総計を算出

し検討し た。

3. 先 ず，長針 と短針 を比較 すると,帯芯 の１回目は，

長針 の平均(M)4.34mm, 標準偏差(SD)1.24, 短針の

M 2.62mm, SD 1.11,    2 回目は長針のM2.78  mm,     SD

0.4, 短針 のM2.56mm,   SD  1.51となっている。　し たが

って，全般的 に長針 よりも短針 の方が流れは少ない ，た

だし,   2回 目の場合には短 針の個人差は大きくなってい

る。 また，材質 によって比較すると， 厚地は長針，短針

共 に流れ多 く，薄 地は比較的少なかった。 なお. い ずれ

の材質 におい ても，1 回 目よりは２回目の方 が流れはも

ちろ ん，個人 差も少なくなってい て， 基礎技術の必要を

感じ た。 なお， 統計的有意差の検定の結果につ いては，

当日発表する。


